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１ 試験の目的 
 コナラは、種子の長期保存が難しいと言われ、

苗木の安定供給の障害になっている。今回、温

度条件と貯蔵前の殺菌処理を行うことにより、

２年間にわたり高い発芽率を維持することが

できたので紹介する。 
 
２ 材料と方法 
 種子の貯蔵は、平成 8 年と平成 13 年の２回
行った。貯蔵した種子は、発芽率のばらつきを

なくすために１本の母樹から収集した種子を

用いた。処理条件は、貯蔵温度を３℃、０℃、

－３℃の３条件とし、殺菌処理ありとなしの２

条件を組み合わせて行った。なお殺菌剤は農作

物のかび病予防に使用されているベンレート

水和剤を用いた。 
 
３ 結果 
（１）貯蔵温度：平成 8年に貯蔵した種子の２
冬期間経過後の発芽率を温度条件ごとに比較

すると、０℃で貯蔵した種子が最も高い発芽率

を示した。（表１参照） 
（２）貯蔵前殺菌：平成 8年に貯蔵した種子の
発芽率は、殺菌処理を行うことにより高くなっ

た。平成 13 年に貯蔵した種子でさらに殺菌処
理の追試を行ったところ、効果が認められた。 

（表２参照） 
 以上のように、コナラの種子を貯蔵前に殺菌

処理し、貯蔵温度を０℃にすることにより２冬

期間経過後でも高い発芽率を維持することが

できた。 
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H８貯蔵で H10 播種の結果(発芽数/播種数) 

処理条件 殺菌あり 殺菌なし 

３℃   ７６／１２０   ４／１２０ 

０℃  １０５／１２０  ８３／１２０ 

－３℃   ２２／１２０   ４／１２０ 

※殺菌はベンレート 500 倍液で 1 時間処理、 

 1 時間風乾後、 ポリ袋で貯蔵した。 

 播種は屋外で実施した。  

 

 H13 貯蔵で H15 播種の結果 

処理条件 H15 発芽数 

殺菌あり １１４／２００ 

殺菌なし ６９／２００ 

※殺菌はベンレート 250 倍液で 1 時間処理、 

 1 時間風乾後、ポリ容器で貯蔵した。 

 貯蔵温度は０℃とした。 

 播種は屋内で実施した。 
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